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 研究要旨：IgG4高値の他疾患、もしくは、IgG4正常値の自己免疫性膵炎患者が存在する。我々の発

見した自己免疫性膵炎の新規自己抗体を測定する ELISAキットを開発し、臨床応用できれば、診断に

有用であると考える。

 
Ａ．研究目的 

血清IgG4は必ずしもIgG4関連疾患に特異的

ではないことから、新たな疾患バイオマーカ

ーの確立が求められている。本研究では、

我々が自己免疫性膵炎の自己抗体として同

定した自己抗体の臨床応用可能なELISA測定

系を開発する。 

 

Ｂ．研究方法 

我々はこれまでに、血清中の抗ラミニン511

自己抗体を測定する方法を確立してきた。本

研究では、同法を用いた自己免疫性膵炎の診

断における有用性について検証する。また、

新たな抗原同定とその有用性を検証する。 

 

Ｃ．研究結果 

自己免疫性膵炎51例、コントロール例102例の

血清を用い、新たに確立したELISA法による抗

ラミニン511自己抗体測定の診断能について

検討を行った。その結果、感度51%、特異度98%

との結果が得られた。一方、同じ条件下にて

別のコントロール群60例を用いた検討では、

特異度が約90%であった。 

更にラミニン511に生理的に結合するインテ

グリンα6β１が自己免疫性膵炎の自己抗原

であることを同定した。これにより自己免疫

性膵炎の約6割でラミニン511、もしくはイン 

 

テグリンα6β１自己抗体が陽性になった。 

 

Ｄ．考察 

これまでに確立した ELISA法による測定では、

２つのコホートによる検証にて異なった特

異度の結果が得られ、未だ改善の余地がある

と考えられた。偽陽性例の検証により、健常

人の血清中にも我々が用いたラミニン 511に

反応する抗体が存在する可能性が考えられ

た。臨床的に有用な ELISA法の確立には、さ

らなる自己抗原のエピトープの絞り込みを

行い、特異度の高い測定法を確立する必要が

あると思われた。またインテグリンα6β１

自己抗体の有用性も数を増やしての検討が

必要である。 

 

Ｅ．結論 

臨床応用を視野にいれた抗ラミニン511自己抗

体測定ELISAキットの確立のためには、エピト

ープの絞り込みによる特異度の改善が必要と

考えられる。引き続き臨床応用を目指し診断キ

ットの開発を進めていくことが必要と考える。 

 

Ｆ．健康危険情報  

該当なし 
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